
(57)【要約】

【課題】抗菌消臭用粉体を含む動物用排泄物処理材の工

程の無駄を省き、高価な設備を必要とせず、高品質の製

品を低いコストで提供できるようにする。

【解決手段】含有量が粒度８４０μｍ以下で３０乃至８

０重量部の有機物の主粉体と、含有量が１乃至１０重量

部の高吸水性樹脂の粉体と、含有量が５乃至２０重量部

の成分抽出が行われていない茶あるいは檜の粉体と、含

有量が粒度７４μｍ以下で、３乃至１０重量部の水溶性

の高い天然高分子などのバインダーとを高速攪拌機に投

入し、高速攪拌機の攪拌羽根の回転速度毎分３００～８

００回転で均一に混合し、得られたものを造粒した後、

嵩密度が０．２０～０．５ｇ／ｃｍ３ 　 で、かつ、吸水

能力が自重の１．３乃至３．５倍となるよう乾燥する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 材 と し て の 天 然 有 機 物 と 、 高 吸 水 性 樹 脂 と 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 バ イ ン ダ ー と を 含 む 造
粒 物 で あ っ て 、
前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 素 材 の 成 分 が 抽 出 さ れ て い な い 茶 あ る い は 檜 の 粉 体 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に お い て 、
前 記 天 然 有 機 物 は 、 含 有 量 ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 で 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 の 木 粉 あ る い は そ の
他 の 有 機 物 で あ り 、
前 記 高 吸 水 性 樹 脂 は 、 含 有 量 １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 で 粉 状 で あ り 、
前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 含 有 量 ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 部 で 製 茶 加 工 の 過 程 で 排 出 さ れ る 粉 茶 、 あ
る い は 、 木 材 加 工 の 過 程 で 排 出 さ れ る 檜 の 粉 体 で あ り 、
前 記 バ イ ン ダ ー は 、 含 有 量 ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分
子 、 あ る い は 、 含 有 量 １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト ナ イ ト
の 粉 体 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に お い て 、
前 記 天 然 有 機 物 は 、 檜 の お が 屑 で あ り 、
前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 檜 の 葉 の つ い た 枝 を 粉 砕 し た 粉 檜 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 。
【 請 求 項 ４ 】
基 材 と し て の 天 然 有 機 物 と 、 高 吸 水 性 樹 脂 と 、 素 材 の 成 分 が 抽 出 さ れ て い な い 茶 あ る い は
檜 の 粉 体 で あ る 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 バ イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機 に 投 入 し 、
前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 均 一 に 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、
前 記 に よ り 得 ら れ た 造 粒 物 を 乾 燥 し て 製 品 と す る こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 に お い て 、
含 有 量 が 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 で ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 の 有 機 物 の 主 粉 体 と 、
含 有 量 が １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 高 吸 水 性 樹 脂 の 粉 体 と 、
含 有 量 が ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 部 の 成 分 抽 出 が 行 わ れ て い な い 茶 あ る い は 檜 の 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と
、
含 有 量 が 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 で ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分 子 、 あ る い は 、 含
有 量 が １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト ナ イ ト よ り な る バ イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機
に 投 入 し 、
前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 毎 分 ３ ０ ０ ～ ８ ０ ０ 回 転 の 攪 拌 羽 根 の 回 転 速 度 で 均 一 に 混 合 し て 得
ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、
前 記 に よ り 得 ら れ た 造 粒 物 を 、 嵩 密 度 が ０ ． ２ ０ 乃 至 ０ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 　 で あ り 、 か つ 、
吸 水 能 力 が 自 重 の １ ． ３ 乃 至 ３ ． ５ 倍 と な る よ う 乾 燥 し た こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 家 畜 お よ び 愛 玩 動 物 等 の 排 泄 物 を 処 理 す る た め の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 及 び そ の
製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 猫 の 排 泄 物 処 理 用 の 猫 砂 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 家 畜 や 猫 等 の 愛 玩 動 物 の 排 泄 に は 、 猫 砂 等 の 動 物 用 排 泄 処 理 材 が 使 用 さ れ て い る 。
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こ の 愛 玩 動 物 の 排 泄 に 使 わ れ る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 と し て は 、 主 と し て 砂 、 ゼ オ ラ イ ト 、
ベ ン ト ナ イ ト 又 は パ ル プ な ど の 粒 状 物 が 使 用 さ れ て い る 。
こ の う ち ベ ン ト ナ イ ト 又 は ゼ オ ラ イ ト を 主 成 分 と す る 鉱 物 系 の も の は 、 不 燃 性 で あ る た め
、 一 般 家 庭 で は 、 不 燃 回 収 日 に し か ご み と し て 処 理 で き な い 不 便 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 パ ル プ 及 び パ ル プ ス ラ ッ ジ を 主 成 分 と す る パ ル プ 系 の も の は 、 鉱 物 系 の も の に 比 べ
て コ ス ト が 高 く 、 製 品 が 高 価 と な る 欠 点 が あ り 、 し か も 、 廃 棄 処 理 に 関 し 、 水 洗 ト イ レ に
流 せ る と 宣 伝 し て い る が 、 実 際 に は 、 比 重 が 非 常 に 小 さ い た め 、 い く ら 水 を 流 し て も 浮 い
て し ま っ て 流 れ な か っ た り 、 下 水 道 の つ ま り も 心 配 な と こ ろ か ら 、 生 ご み と し て 処 理 さ れ
る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か も 、 こ れ ら 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 は 、 使 用 時 に 家 畜 や 愛 玩 動 物 の 尿 等 の 排 泄 物 を 吸 収 す
る こ と に よ り 処 理 す る が 、 吸 収 さ れ た 排 泄 物 は 排 泄 物 処 理 材 層 を 浸 透 す る た め に 広 が り 、
排 泄 物 を 吸 収 し た 部 分 の み を 、 そ の 都 度 廃 棄 す る こ と は 、 不 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 動 物 用
排 泄 物 処 理 材 は 、 そ の 全 体 が 排 泄 物 を 吸 収 す る ま で 使 用 す る こ と に な る 。
し た が っ て 、 最 初 に 排 泄 物 の 付 着 、 吸 収 が あ っ た 時 点 か ら 、 廃 棄 処 理 ま で の 時 間 が 長 く な
る こ と が 多 く 、 そ の 間 に 悪 臭 を 放 ち 、 不 衛 生 で も あ る 。
そ こ で 、 こ の 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 産 業 廃 棄 物 と し て 処 理 さ れ る 茶 殻 に 抗 菌 ・ 殺 菌
作 用 が あ る こ と に 着 目 し て 、 茶 殻 を 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に 混 入 す る 猫 砂 及 び そ の 製 造 方 法
（ 特 開 平 ６ － ７ ０ ５ １ ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 発 明 の 提 案 の よ う に 、 猫 砂 等 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に 入 れ る 茶 殻 は 、 あ る 程 度 多 量 に
纏 ま っ て 入 手 す る ル ー ト が な い と 、 工 場 生 産 に 適 さ な い 。
し か し 、 茶 殻 を 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に 混 入 す る た め に は 、 飲 用 茶 を ボ ト ル 詰 め に す る 工 場
（ ド リ ン ク 製 造 工 場 ） か ら 、 お 茶 抽 出 後 の 残 滓 と し て 排 出 す る 大 量 の 茶 殻 を 利 用 す る し か
方 法 が な い 。
そ こ で 、 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 を 製 造 す る 工 場 に お い て 茶 殻 を 使 用 す る と す れ ば 、 ド リ ン ク
製 造 工 場 よ り 飲 用 茶 液 抽 出 後 の 茶 殻 を 一 括 購 入 し 、 一 時 一 定 の 場 所 に 保 管 す る こ と に な る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ２ は 、 茶 殻 受 け 入 れ 後 の 工 程 の 流 れ を 示 す 説 明 図 （ 系 統 図 ） で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 受 け 入 れ た 茶 殻 は 、 工 程 １ １ で 乾 燥 し 、 工 程 １ ２ で 荒 挽 き 粉 砕 を 行 っ
た 後 、 他 の 原 材 料 と と も に 工 程 １ で 量 、 混 合 比 等 に つ い て 選 定 し 、 そ れ ら の 材 料 を 一 緒 に
高 速 攪 拌 機 に 投 入 し 、 工 程 ２ で 前 記 高 速 攪 拌 機 を 使 用 し て 混 合 し 、 工 程 ３ で 造 粒 機 を 使 用
し て 造 粒 し 、 工 程 ４ で 整 粒 機 を 使 用 し て 整 粒 し 、 工 程 ５ で 乾 燥 機 を 使 用 し て 乾 燥 す る こ と
に よ っ て 最 終 製 品 を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 茶 殻 は 、 ８ ０ ％ 前 後 の 水 分 を 含 ん で い る の で 、 腐 敗 が 早 く 、 特 に 夏 の 季 節 に は
直 ぐ に 腐 っ て し ま う 。
そ こ で 、 茶 殻 乾 燥 の た め に 、 毎 時 間 １ ト ン 程 度 の 処 理 能 力 を 有 す る 高 価 な 乾 燥 設 備 が 必 要
と な り 、 ま た 、 そ の 乾 燥 さ せ た 茶 殻 を 適 当 な 大 き さ に 粉 砕 す る た め に 、 高 価 な 粉 砕 機 が 必
要 と な る 。
こ の よ う な 莫 大 な 設 備 投 資 と 余 分 な 加 工 経 費 を 必 要 と す る こ と か ら 、 折 角 、 廃 棄 物 の 再 利
用 で 環 境 保 全 に 役 立 つ 有 意 義 な 方 法 で あ る に も か か わ ら ず 、 工 場 生 産 化 さ れ 難 い と い う 欠
点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 工 程 の 無 駄 を 省 く こ と に よ っ て 、
高 価 な 設 備 を 必 要 と せ ず 、 低 価 格 で あ り な が ら 十 分 な 抗 菌 消 臭 効 果 が 得 ら れ る よ う な 、 動
物 用 排 泄 物 処 理 材 と そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 基 材 と し て の 天 然 有 機 物 と 、 高 吸 水 性 樹
脂 と 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 バ イ ン ダ ー と を 含 む 造 粒 物 で あ っ て 、 前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、
素 材 の 成 分 が 抽 出 さ れ て い な い 茶 あ る い は 檜 の 粉 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物
処 理 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に お い て 、 前 記 天 然 有 機 物 は 、
含 有 量 ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 で 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 の 木 粉 あ る い は そ の 他 の 有 機 物 で あ り 、
前 記 高 吸 水 性 樹 脂 は 、 含 有 量 １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 で 粉 状 で あ り 、 前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 含
有 量 ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 部 で 製 茶 加 工 の 過 程 で 排 出 さ れ る 粉 茶 、 あ る い は 、 木 材 加 工 の 過 程 で
排 出 さ れ る 檜 の 粉 体 で あ り 、 前 記 バ イ ン ダ ー は 、 含 有 量 ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ
以 下 の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分 子 、 あ る い は 、 含 有 量 １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以
下 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト ナ イ ト の 粉 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 で あ る 。
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に お い て 、 前 記 天 然 有 機 物 は 、
檜 の お が 屑 で あ り 、 前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 檜 の 葉 の つ い た 枝 を 粉 砕 し た 粉 檜 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 基 材 と し て の 天 然 有 機 物 と 、 高 吸 水 性 樹 脂 と 、 素 材 の 成 分 が 抽 出 さ れ
て い な い 茶 あ る い は 檜 の 粉 体 で あ る 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 バ イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機 に 投 入
し 、 前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 均 一 に 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、 前 記 に よ り 得 ら れ た
造 粒 物 を 乾 燥 し て 製 品 と す る こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 に お い て 、 含 有 量 が 粒 度 ８
４ ０ μ ｍ 以 下 で ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 の 有 機 物 の 主 粉 体 と 、 含 有 量 が １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 高
吸 水 性 樹 脂 の 粉 体 と 、 含 有 量 が ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 部 の 成 分 抽 出 が 行 わ れ て い な い 茶 あ る い は
檜 の 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 含 有 量 が 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 で ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 水 溶 性 の 高 い 天
然 高 分 子 、 あ る い は 、 含 有 量 が １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト ナ イ ト よ り な る バ
イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機 に 投 入 し 、 前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 毎 分 ３ ０ ０ ～ ８ ０ ０ 回 転 の 攪 拌
羽 根 の 回 転 速 度 で 均 一 に 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、 前 記 に よ り 得 ら れ た 造 粒 物 を
、 嵩 密 度 が ０ ． ２ ０ 乃 至 ０ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 　 で あ り 、 か つ 、 吸 水 能 力 が 自 重 の １ ． ３ 乃 至
３ ． ５ 倍 と な る よ う 乾 燥 し た こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 件 発 明 者 は 、 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 に 混 入 す る 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と し て 、 茶 殻 で は な く 、 粉
茶 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 無 駄 な 工 程 を 省 く こ と が で き る こ と に 着 目 し た 。
こ れ に よ り 、 設 備 投 資 と 加 工 経 費 を 低 く 抑 え る こ と が で き 、 製 品 量 産 化 の 実 現 が 容 易 と な
る 。 し か も 、 粉 茶 は 、 水 溶 性 成 分 を 抽 出 前 の 有 効 成 分 が 豊 富 に 含 ま れ る 状 態 で 利 用 す る の
で 、 同 一 効 果 を 期 待 す る た め に 必 要 な 混 入 量 は 、 茶 殻 使 用 の 場 合 に 比 べ て 遙 に 少 な く て 済
む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 図 面 等 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 の 製 造 方 法 に つ い て 、 そ の 作 業 工 程 を 示 す 説 明 図 （
流 れ 図 ） で あ る 。
本 発 明 の 製 造 方 法 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 従 来 の 方 法 （ 図 ２ に 示 す ） の よ う な 工 程 １ １
及 び 工 程 １ ２ が 含 ま れ て い な い 。
し た が っ て 、 工 程 １ １ に 必 要 な 高 価 な 乾 燥 設 備 お よ び 工 程 １ ２ に 必 要 な 粉 砕 機 は 不 要 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
製 造 は 、 先 ず 工 程 １ で 、 高 速 攪 拌 機 に 供 給 す る 素 材 の 品 種 、 品 質 、 量 、 混 合 比 等 を 決 め る
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。
素 材 は 、 主 原 料 、 ポ リ マ ー 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 、 バ イ ン ダ ー で 構 成 さ れ る 。 各 素 材 の 含 有 量
は 、 主 原 料 は ３ ０ ～ ８ ０ 重 量 部 、 ポ リ マ ー は １ ～ １ ０ 重 量 部 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は ５ ～ ２ ０
重 量 部 、 バ イ ン ダ ー は ３ ～ ３ ０ 重 量 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
主 原 料 は 、 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 、 好 ま し く は 、 ２ ５ ０ μ ｍ 程 度 の 粒 度 で 、 木 粉 ま た は そ の
他 の 有 機 物 の 粉 体 、 ま た は 、 リ サ イ ク ル し た パ ル プ そ の 他 の リ サ イ ク ル 物 体 （ 有 機 物 ） で
あ る 。 た と え ば 、 牧 草 、 籾 殻 、 み か ん の 殻 、 ピ ー ナ ツ の 殻 、 ピ ー ト モ ス 、 木 粉 な ど で あ る
。
ポ リ マ ー （ 高 吸 水 性 樹 脂 ） は 、 自 重 の 数 １ ０ 倍 ～ ２ ０ ０ ０ 倍 程 度 の 水 を 吸 収 し て も 形 を 保
持 で き る も の で あ る 。
た と え ば 、 ビ ニ ル エ ス テ ル と エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ ン 酸 ま た は そ の 誘 導 体 と の 共 重 合 体
ケ ン 化 物 、 澱 粉 と ア ク リ ル 酸 の グ ラ フ ト 重 合 体 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 の 架 橋 物 、 ビ ニ ル ア ル コ
ー ル と ア ク リ ル 酸 の 共 重 合 体 、 ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル の 部 分 加 水 分 解 物 、 ポ リ エ チ レ ン グ
リ コ ー ル の 架 橋 物 、 キ ト サ ン の 塩 、 プ ル ラ ン の ゲ ル な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 お 茶 （ 本 実 施 形 態 の 場 合 は 緑 茶 ） の 製 茶 工 程 で 必 然 的 に 排 出 さ れ る 粉
体 で 、 一 般 に 粉 茶 と い わ れ る も の で あ る 。 こ の 粉 茶 は 、 飲 用 の た め に 使 用 さ れ る 場 合 に 抽
出 さ れ る べ き 水 溶 性 有 効 性 分 も 含 ん で い る の で 、 カ テ キ ン な ど の 有 効 成 分 は 、 茶 殻 に 比 べ
遙 に 多 く 含 ん で い る 。
バ イ ン ダ ー は 、 前 述 し た 基 材 を 固 形 化 し 、 か つ 、 使 用 後 水 中 で 短 時 間 に 崩 壊 し 、 下 水 管 な
ど が 詰 ま ら な い も の で あ れ ば よ い 。
た と え ば 、 水 溶 性 の バ イ ン ダ ー と し て は 、 Ｐ Ｖ Ａ （ ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 、 Ｃ Ｍ Ｃ （ カ
ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ） 、 Ｍ Ｃ （ メ チ ル セ ル ロ ー ス ） 、 ア ル フ ァ ー 化 し た 澱 粉 、 プ ル
ラ ン 、 ゼ ラ チ ン な ど が あ り 、 ア ル コ ー ル 溶 液 に 溶 解 し て 使 用 す る バ イ ン ダ ー と し て は 、 Ｈ
Ｅ Ｃ （ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス ） 、 Ｈ Ｐ Ｃ （ ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス ） 、 Ｐ Ｖ
Ｐ （ ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン ） な ど が あ る 。
こ れ ら の 場 合 の 含 有 量 は 、 ５ ～ １ ０ 重 量 部 で あ る が 、 粘 性 の 高 い 粉 体 と し て ２ ０ ～ ３ ０ 重
量 部 の ベ ン ト ナ イ ト を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
工 程 ２ に お い て は 、 工 程 １ で 計 量 さ れ た 配 合 材 料 は 、 混 合 さ れ 、 加 水 さ れ 、 次 い で 混 練 り
さ れ る 。
使 用 す る 高 速 攪 拌 機 と し て 望 ま し い も の は 、 一 般 に 横 型 タ イ プ で あ り 、 加 水 用 の ノ ズ ル を
備 え る 容 器 の 内 側 に 、 挿 通 さ れ た 回 転 軸 の 複 数 段 に 攪 拌 羽 根 が 設 け ら れ 、 前 記 容 器 の 内 側
で 該 攪 拌 羽 根 の 回 転 軌 道 の 外 側 に 、 回 転 可 能 に 設 け ら れ た 目 の 荒 い 籠 形 で 、 外 側 に 掻 き 取
り 羽 根 を 備 え 、 全 体 が 多 孔 の 有 底 円 筒 枠 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ れ ら の 作 業 は 、 内 側 の 回 転 羽 根 の 毎 分 ３ ０ ０ ～ ８ ０ ０ 回 転 程 度 、 よ り 好 ま し く は 、 毎 分
５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ 回 転 で 回 転 さ せ 、 外 側 の 円 筒 枠 を 毎 分 １ ６ 回 転 以 上 で 逆 方 向 に 回 転 さ せ て
行 わ れ る 。
一 定 時 間 （ ５ ～ １ ５ 分 程 度 ） 攪 拌 混 合 し た 後 、 加 水 が 行 わ れ る が 、 加 水 は 混 合 物 に 対 し て
２ ０ ～ ３ ５ 重 量 部 と し 、 さ ら に そ の 後 、 上 記 同 様 の 高 速 回 転 に よ る 攪 拌 混 合 を ５ ～ １ ５ 分
程 度 行 う 。
こ う し て 高 速 回 転 に よ り 比 重 及 び 粒 度 の 異 な る 粒 子 を 均 一 に 混 合 し て 、 次 の 造 粒 の 工 程 ３
の 造 粒 機 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
工 程 ３ の 造 粒 は 、 ロ ー ル 型 円 盤 押 し 出 し 造 粒 機 （ ペ レ タ イ ザ ー ） に よ り 行 う こ と が で き る
。 造 粒 機 の ダ イ ス の 孔 は ２ ． ５ ～ ５ ． ５ ｍ ｍ の 径 に 形 成 さ て い る 。 　 押 し 出 し 造 粒 機 に よ
り 形 成 さ れ る 造 粒 物 は 柱 状 で あ る が 、 長 さ が ３ ～ ５ ０ ｍ ｍ に 及 ぶ も の も あ る の で 、 次 の 工
程 ４ に よ っ て 、 解 砕 整 粒 機 を 使 用 し て 造 粒 物 を ５ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 大 き さ に 整 粒 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
解 砕 整 粒 機 （ チ ョ ッ パ ー あ る い は フ ラ ッ シ ュ ミ ル ） は 、 円 筒 壁 に 多 く の 孔 が 開 け ら れ て い
る 孔 開 き 円 筒 容 器 を 備 え 、 そ の 円 筒 容 器 の 内 側 に 、 そ の 中 心 軸 方 向 に 伸 び る 回 転 軸 に 多 段
に 回 転 翼 状 の カ ッ タ ー を 備 え て 縦 型 に 形 成 さ れ て い る 。
解 砕 さ れ る 造 粒 物 は 、 解 砕 整 粒 機 の 上 方 か ら 前 記 円 筒 容 器 内 の 中 心 軸 の 伸 び る 方 向 に 供 給
さ れ る 。
解 砕 整 粒 機 に よ っ て 造 粒 物 は 、 約 φ ２ ～ ５ ． ５ ｍ ｍ に 整 粒 さ れ 、 工 程 ５ の 乾 燥 機 に 供 給 さ
れ る 。
工 程 ５ に お い て は 、 供 給 さ れ た 造 粒 物 は 流 動 層 乾 燥 機 あ る い は バ ン ド ト ラ イ ヤ ー な ど の 乾
燥 機 に よ り 、 含 有 す る 水 分 を ２ ～ ７ ％ と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 変 形 形 態 ）
以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 変 形 や 変 更 が 可 能 で あ っ て 、 そ れ ら
も 本 発 明 の 均 等 の 範 囲 内 で あ る 。
例 え ば 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 粉 茶 の 他 に 檜 の 粉 体 で も 十 分 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る 。 ま た
、 混 合 、 造 粒 、 整 粒 、 乾 燥 の 各 工 程 に 使 用 す る 機 器 、 装 置 類 は 、 前 記 説 明 の も の と 異 な っ
て い て も 、 同 様 の 性 能 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
檜 の 粉 体 は 、 通 常 の 檜 の お が 屑 で も よ い が 、 葉 の つ い た 小 枝 を 天 然 乾 燥 し て 粉 砕 し た も の
は 、 通 常 の お が 屑 の ２ ～ ３ 倍 の ヒ ニ キ シ オ ー ル の 含 有 が 認 め ら れ 、 好 ま し く 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 具 体 的 な 実 施 例 を 挙 げ て 、 さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
（ 実 施 例 １ ）
嵩 比 重 が ０ ． ３ 及 び 粒 度 が ２ ５ ０ μ ｍ 以 下 の 篩 下 １ ０ ０ ％ の お が 屑 ５ ５ 重 量 部 、 α 化 し た
デ ン プ ン １ ２ 重 量 部 、 比 較 的 膨 潤 性 が 低 い 高 吸 水 性 樹 脂 の ア ロ ン ザ ッ プ （ 東 亜 合 成 株 式 会
社 製 ） ８ 重 量 部 及 び カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｃ Ｍ Ｃ ） （ サ ン ロ ー ズ Ｂ Ｓ 、 日 本 製 紙
株 式 会 社 製 ） １ ０ 重 量 部 の 他 に 、 緑 茶 製 茶 加 工 の 工 程 で 排 出 さ れ た 粉 茶 の う ち 、 嵩 比 重 が
０ ． ３ 及 び 粒 度 が ２ ５ ０ μ ｍ 篩 下 １ ０ ０ ％ の も の 、 １ ５ 重 量 部 を 計 量 し て 、 ス パ ル タ ン ・
リ ュ ー ザ ー Ｒ Ｍ ５ ０ ０ （ 不 二 パ ウ ダ ル 株 式 会 社 製 ） の 混 合 容 器 内 に 入 れ て 蓋 を 閉 め て 混 合
を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
混 合 は 、 回 転 軸 を 毎 分 ５ ０ ０ 回 転 で 回 転 さ せ 、 孔 開 き 円 筒 枠 を 逆 方 向 に 回 転 さ せ て 行 わ れ
た 。 １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 混 合 を 続 け な が ら ３ ０ 重 量 部 の 水 を ２ 分 間 に わ た っ て 噴 霧 し な
が ら 加 え る 。
水 を 噴 霧 し て 加 え た 後 、 ま た 、 １ ０ 分 間 の 間 混 練 し た 。 混 練 に よ り 得 ら れ た 混 合 物 は 、 均
一 に 混 合 さ れ て お り 、 孔 径 ３ ． ５ ｍ ｍ 、 厚 さ ５ ｍ ｍ の ダ イ ス を 有 す る ロ ー ル 型 円 盤 押 し 出
し 造 粒 機 タ イ プ の デ ィ ス ク ・ ペ レ ッ タ ー Ｒ Ｖ ６ ０ （ 不 二 パ ウ ダ ル 株 式 会 社 製 ） に 供 給 さ れ
た 。
前 記 均 一 に 混 練 さ れ 、 前 記 デ ィ ス ク ・ ペ レ ッ タ ー に 供 給 さ れ た 混 合 物 は 、 ロ ー ラ を ダ イ ス
上 に 回 転 さ せ て 、 ダ イ ス の 孔 を 通 し て 造 粒 さ れ た 造 粒 物 の 長 さ は 、 １ ５ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
造 粒 物 の 中 に は 、 長 さ ５ 乃 至 １ ５ ｍ ｍ に 及 ぶ 粒 子 が 存 在 す る の で 、 解 砕 整 粒 機 の フ ラ ッ シ
ュ ミ ル （ 不 二 パ ウ ダ ル 株 式 会 社 製 ） の 孔 開 き 円 筒 容 器 内 に 供 給 し て 、 解 砕 し た ら 、 ２ ． ０
～ ４ ． ５ ｍ ｍ の 長 さ で あ っ た 。
解 砕 さ れ た 造 粒 物 は 、 ８ ０ 乃 至 ９ ５ ° Ｃ の 温 度 の 熱 風 が 吹 き 込 ま れ る 流 動 層 乾 燥 機 に よ り
、 通 過 時 間 ４ ５ 分 で 乾 燥 さ れ た 。
こ の よ う に し て 製 造 さ れ た 猫 砂 の 試 料 １ ０ ０ ｇ に つ い て 分 析 し た と こ ろ 、 造 粒 物 の 一 粒 一
粒 に 、 １ ５ 重 量 部 の 茶 粉 末 が 入 っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
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嵩 比 重 が ０ ． ３ 及 び 粒 度 が ２ ５ ０ μ ｍ 以 下 の 篩 下 １ ０ ０ ％ の 檜 の お が 屑 ７ ０ 重 量 部 、 α 化
し た デ ン プ ン １ ２ 重 量 部 、 比 較 的 膨 潤 性 が 低 い 高 吸 水 性 樹 脂 の ア ロ ン ザ ッ プ （ 東 亜 合 成 株
式 会 社 製 ） ８ 重 量 部 及 び カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｃ Ｍ Ｃ ） （ サ ン ロ ー ズ Ｂ Ｓ 、 日 本
製 紙 株 式 会 社 製 ） １ ０ 重 量 部 の 他 に 、 檜 の 葉 の つ い た 枝 を 粉 砕 し た 粉 檜 の う ち 、 嵩 比 重 が
０ ． ３ 及 び 粒 度 が ２ ５ ０ μ ｍ 篩 下 １ ０ ０ ％ の も の 、 １ ５ 重 量 部 を 使 用 し て 、 実 施 例 １ と 同
様 に 、 造 粒 物 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 比 較 例 ）
実 施 例 １ の 成 分 の う ち 、 緑 茶 製 茶 加 工 の 工 程 で 排 出 さ れ た 粉 茶 を 加 え な い も の で 、 実 施 例
１ と 同 様 に し て 、 造 粒 物 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 抗 菌 消 臭 性 能 試 験 ）
抗 菌 消 臭 性 能 は 、 以 下 に 説 明 す る ア ン モ ニ ア 残 留 濃 度 測 定 法 で 行 っ た 。
ア ン モ ニ ア 残 留 濃 度 測 定 法 は 、 Ｎ Ｈ ３ 　 試 薬 （ 濃 度 ２ ９ ％ ） を 、 純 水 で 薄 め た 濃 度 ０ ． ２
９ ％ の Ｎ Ｈ ３ 　 溶 液 ２ ０ を 使 用 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ ０ ０ ｍ ｌ （ 直 径 φ ＝ ９ ５ ｍ ｍ ，
高 さ Ｈ ＝ １ ７ ０ ｍ ｍ ） の サ ン プ ル ポ ッ ト ２ １ 中 に 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ 程 度 の レ ベ ル ま で 、 実 施 例
１ 、 実 施 例 ２ 、 比 較 例 の 造 粒 物 ２ ２ を そ れ ぞ れ 入 れ た 後 に 、 １ ０ ｍ ｌ の 上 記 ０ ． ２ ９ ％ の
Ｎ Ｈ ３ 　 溶 液 ２ ０ を １ 点 に 滴 下 し 、 ゴ ム 栓 で 密 閉 し た 。
１ ０ 分 後 に 、 吸 引 ポ ン プ ２ ３ 付 き の 検 知 管 ２ ４ で Ｎ Ｈ ３ 　 の 残 留 濃 度 を 測 定 し た 。 検 知 管
２ ４ は 、 ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ま で 測 定 可 能 な 、 ガ ス テ ッ ク 社 製 の Ｎ ｏ ３ Ｌ ａ を 使 用 し た 。 そ の 結
果 、 表 １ を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
表 １ に 示 す よ う に 、 粉 茶 、 粉 檜 な ど の 抗 菌 消 臭 用 粉 体 を 加 え た も の （ 実 施 例 １ ， ２ ） は 、
加 え な い も の （ 比 較 例 ） と 比 較 し て 、 大 幅 に 抗 菌 消 臭 が 向 上 し て い る こ と が わ か る 。
な お 、 実 際 に 猫 砂 と し て 使 用 し た 場 合 に は 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 単 に 、 消 臭 効 果 が あ る と
い う だ け で な く 、 抗 菌 効 果 が あ る た め に 排 泄 物 の 腐 敗 を 防 止 す る の で 、 消 臭 効 果 が よ り 向
上 し て い る こ と が 、 経 験 的 に わ か っ て い る 。
ま た 、 お 茶 や 檜 の 香 り を 嫌 う 日 本 人 は 、 ほ と ん ど い な い の で 、 芳 香 効 果 も 呈 す る こ と も 、
お 茶 や 檜 が よ り 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 し く 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） 基 材 と し て の 天 然 有 機 物 と 、 高 吸 水 性 樹 脂 と 、 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 バ イ ン ダ ー と を
含 む 造 粒 物 で あ っ て 、 前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 を 素 材 の 成 分 が 抽 出 さ れ て い な い 茶 、 あ る い は
檜 の 粉 体 と す る こ と に よ り 、 従 来 の 提 案 例 の よ う な 茶 殻 を 乾 燥 し 、 荒 挽 き 粉 砕 す る 工 程 を
必 要 と し な い と い う 効 果 が あ る 。
し か も 、 製 品 の 抗 菌 消 臭 効 果 は 、 茶 殻 を 使 用 す る 場 合 と 同 等 、 あ る い は そ れ 以 上 で あ る 。
し た が っ て 、 高 価 な 乾 燥 設 備 や 粉 砕 機 を 必 要 と せ ず 、 設 備 費 用 と 加 工 経 費 が 少 な く て 済 み
、 十 分 採 算 が と れ る 範 囲 内 で 、 製 品 を 需 要 者 に 提 供 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ２ ） 前 記 天 然 有 機 物 は 、 含 有 量 ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 で 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 の 木 粉 あ る い
は そ の 他 の 有 機 物 で あ り 、 前 記 高 吸 水 性 樹 脂 は 、 含 有 量 １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 で 粉 状 で あ り 、
前 記 抗 菌 消 臭 用 粉 体 は 、 含 有 量 ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 部 で 製 茶 加 工 の 過 程 で 排 出 さ れ る 粉 茶 、 あ
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る い は 、 木 材 加 工 の 過 程 で 排 出 さ れ る 檜 の 粉 体 で あ り 、 前 記 バ イ ン ダ ー は 、 含 有 量 ３ 乃 至
１ ０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分 子 、 あ る い は 、 含 有 量 １ ５ 乃 至 ３
０ 重 量 部 で 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト ナ イ ト の 粉 体 と す る こ と に よ っ て 、 前 記
効 果 を 具 体 的 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ３ ） 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ 以 下 で 、 含 有 量 が ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 の 有 機 物 の 主 粉 体 と 、 含 有 量
が １ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 高 吸 水 性 樹 脂 の 粉 体 と 、 含 有 量 が ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部 の 成 分 抽 出 が 行
わ れ て い な い 茶 あ る い は 檜 の 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 で 、 含 有 量 が ３ 乃 至 １
０ 重 量 部 の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分 子 、 あ る い は 、 含 有 量 が １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 の 粘 性 の 高
い ベ ン ト ナ イ ト よ り な る バ イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機 に 投 入 し 、 前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 毎 分
５ ０ ０ 回 転 以 上 の 攪 拌 羽 根 の 回 転 速 度 で 均 一 に 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、 前 記 に
よ り 得 ら れ た 造 粒 物 を 、 嵩 密 度 が ０ ． ２ ０ 乃 至 ０ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 　 で あ り 、 か つ 、 吸 水 能
力 が 自 重 の １ ． ３ 乃 至 ３ ． ５ 倍 と な る よ う 乾 燥 す る 方 法 で あ る の で 、 従 来 の 提 案 例 の よ う
な 茶 殻 を 乾 燥 し 、 荒 挽 き 粉 砕 す る 工 程 を 必 要 と し な い と い う 効 果 が あ る 。 し か も 、 製 品 の
抗 菌 消 臭 効 果 は 、 茶 殻 を 使 用 す る 場 合 と 同 等 、 あ る い は そ れ 以 上 で あ る 。 し た が っ て 、 高
価 な 乾 燥 設 備 や 粉 砕 機 を 必 要 と せ ず 、 設 備 費 用 と 加 工 経 費 が 少 な く て 済 み 、 十 分 採 算 が と
れ る 範 囲 内 で 、 製 品 を 需 要 者 に 提 供 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ４ ） 粒 度 ８ ４ ０ μ ｍ で 含 有 量 が ３ ０ 乃 至 ８ ０ 重 量 部 の 有 機 物 の 主 粉 体 と 、 含 有 量 が １ 乃
至 １ ０ 重 量 部 の 高 吸 水 性 樹 脂 の 粉 体 と 、 含 有 量 が ３ 乃 至 １ ５ 重 量 部 の 成 分 抽 出 が 行 わ れ て
い な い 茶 あ る い は 檜 の 抗 菌 消 臭 用 粉 体 と 、 含 有 量 が 粒 度 ７ ４ μ ｍ 以 下 で ３ 乃 至 １ ０ 重 量 部
の 水 溶 性 の 高 い 天 然 高 分 子 、 あ る い は 、 含 有 量 が １ ５ 乃 至 ３ ０ 重 量 部 の 粘 性 の 高 い ベ ン ト
ナ イ ト よ り な る バ イ ン ダ ー と を 高 速 攪 拌 機 に 投 入 し 、 前 記 高 速 攪 拌 機 に よ り 毎 分 ３ ０ ０ ～
８ ０ ０ 回 転 の 攪 拌 羽 根 の 回 転 速 度 で 均 一 に 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 造 粒 し 、 前 記 に よ り
得 ら れ た 造 粒 物 を 、 嵩 密 度 が ０ ． ２ ０ 乃 至 ０ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 　 で あ り 、 か つ 、 吸 水 能 力 が
自 重 の １ ． ３ 乃 至 ３ ． ５ 倍 と な る よ う 乾 燥 す る こ と に よ り 、 前 記 効 果 を 具 体 的 に 実 現 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 製 造 方 法 の 工 程 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 動 物 用 排 泄 物 処 理 材 製 造 方 法 の 工 程 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ン モ ニ ア 残 留 濃 度 測 定 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 １ １ 、 １ ２ 　 製 造 方 法 の 工 程
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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